


太陽光からの近赤外線の
反射が少なく、熱を吸収
しやすい。

太陽光の反射
太陽光からの近赤外線を
効率よく反射する。

太陽光の反射

屋根が暑くなりにくいの
で、室内への熱の移動も
少なくて済む。

屋根温度の影響

少ない冷房費用で、室温
を快適な温度に保つこと
ができる。

冷房費用への影響

屋根表面から伝わった熱
が、室内にも広がっていく。

屋根温度の影響

室温を快適な温度に保つ
ために、より多くの冷房
費用が必要になる。

冷房費用への影響

　日射の影響が大きい平屋の屋根、外壁であれば南面・西面、また断熱性が低い金属屋根の塗り替えではよ
り大きな効果が期待できます。

太陽光線の中でも熱に変換されやすい近赤外（熱線）領域の光線を高反射する
特殊顔料を塗料中に配合した塗料が「遮熱塗料（高日射反射率塗料）」です。

一般塗料よりも熱線を高反射し、屋根・外壁の温度上昇を抑制する効果があります。

遮熱塗料のご採用にあたって

　遮熱塗料（高日射反射率塗料）は屋根・外壁・屋上に塗装すると、夏場の日射が多いときに、熱の吸収を
抑制し、建物内部への熱量の進入を抑え、室内温度の上昇を緩和します。
　遮熱塗料（高日射反射率塗料）を屋根に塗装した場合、最大で約15～20℃の屋根表面温度を低下させる
ことができます。室内温度の低減効果は、建物の形状や立地、使用環境、用途、断熱性により大きく異なり
ますが、約1～3℃程度の効果が期待できます。一般に室内温度が1℃下がると約10％の空調費が削減でき
ると言われています。

期待できる効果：室内の空調費の省エネ化

推奨用途

遮熱性能のメカニズム

汎用屋根用塗料 クールタイトシリーズ
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　地域差はありますが冬場は太陽高度が低く、日射量は夏場の約1／2程度しかありませんので、高日射反
射率塗料による効果も少なくなり、室温への影響は限定的と考えられております。

　遮熱塗料（高日射反射率塗料）は同じ色、明度であれば一般塗料よりも反射率が高く、高い遮熱効果が得
られます。しかし、下表のように明度が高い（明るい）色ほど反射率が高く、明度が低い（暗い色）ほど反
射率が低いため、例えば、明るい色（例：シロ）の屋根を暗い色（例：クロ）の遮熱塗料で塗り替えた場合、
逆に温度が高くなることがあります。また、同じ色、同じ明度の汎用屋根用塗料と比べた場合、明度が低い
色ほど日射反射率の差が大きく、明度が高くなるほど日射反射率の差が小さくなります。
　採用にあたっては、既存下地の色（明度）、遮熱塗料（高日射反射率塗料）の色（明度）を考慮した上で、
色選定することが重要となります。

色（明度）と反射率の関係

冬場は逆効果にならない？

色相別の遮熱性能比較

◎ 明度と日射反射率（％）の関係
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JIS認証（JIS K 5675 屋根用高日射反射率塗料）

環境省で実証された技術（高日射反射率塗料）

〜 各種助成金について 〜

　遮熱塗料（高日射反射率塗料）の性能品質の指標となるJIS規格が制定され、塗膜物性、遮熱性能の要と
なる日射反射率等の基準が規定されています。
　当社クールタイトシリーズはこれら基準を満たしており、以下のJIS認証を取得しています。

　遮熱塗料（高日射反射率塗料）は環境省が推進する「環境技術実証事業：
ヒートアイランド対策技術分野（建築外皮による空調負荷低減技術）」で、
その性能が証明されています。

　遮熱塗料（高日射反射率塗料）はその性能や
実績が認められ、国や自治体が取り纏める省エ
ネ・環境対策技術のひとつとして、様々な施策
の助成金等の対象商品に選定されています。
　対象製品の証明には、JIS認証や塗膜の日射反
射率などの性能が規定されています。
※詳しくは国、各自治体のHPによりご確認下
さい。
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屋根・外壁・屋上を遮熱塗料でトータルクールダウン
屋根だけでなく外壁や屋上防水用の塗料にも同様の遮熱技術を生かした製品をラインナップしています。

工　場 倉　庫 学校・集合住宅 戸建て
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クールタイト
（遮熱・低汚染）
クールタイトELベース
（遮音・防水）

ＳＫＫの遮熱塗料は独自の高日射反射＋低汚染設計！

高い遮熱機能を長期間維持します！

　遮熱塗料（高日射反射率塗料）は塗膜の表面が汚れると反射率が低下し、遮熱効果が低下します。SKKの
遮熱塗料製品は、独自の低汚染技術により、汚れによる塗膜の反射率の低下を抑制し、長期に亘り遮熱性能
を維持することができます。

低汚染性（全製品共通）

　幅広い色相範囲で優れた遮熱性能
を示します。しかも、低汚染機能で
遮熱性能を長期間維持。
　更に、高耐久性樹脂の採用で、一
段と耐久性を高めました。弱溶剤形
と水性があります。

　遮音、防水機能を持つ中
塗り層を塗装することで、
鋼材のたわみに対して割れ
ることなく追従し、防食性
を飛躍的に高めることがで
きます。

遮熱性の高い顔料の採用で、近赤外線領域の光線を効率よく反射します

遮熱と防食効果で金属屋根を長期に亘って強力に保護します

Before After

試験体を屋外暴露により経時汚染させた後、赤外線ランプ照射を
行い、試験体裏面温度を計測した。（色：グレー系）

大阪府某所にて6ヶ月間、暴露を行った後、日射反射率と明度を測定し、
試験前の数値との変化を比較した。（色：グレー系）
lΔLl は、数値が小さい程、汚れが少ないことを表します。
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　特殊ポリウレタン樹脂の応
用で開発されたウレダンゴム
系塗膜防水材と、超低汚染タ
イプの遮熱塗料との組み合わ
せで、今までになかった新し
い屋上防水・遮熱工法を提供
します。

　太陽光による外壁の温度上
昇を抑制する外壁用遮熱工法
です。専用サーフェーサーを
組合わせることで旧塗膜の塗
り替えに最適です。

汚れやすい屋上には、遮熱に低汚染機能は欠かせません

遮熱壁が省エネ、CO₂削減に貢献

室内 室外

冷房による冷気

サーモシャット
上塗材サーモシャットベースコート

躯体

太陽熱光線

●熱伝導率とは熱の伝わりやすさを表した値です。
●サーモシャット工法は独自の技術により、汎用複層塗材Eの1/6という低熱伝導率を実現

しました。

　特殊バルーンを含有させた
断熱性を持つ中塗り層と遮熱
の上塗り層の組み合わせで、
より省エネ効率を高めること
ができる工法です。

遮熱と断熱のダブル効果

クールタイトUAプライマー

クールタイトUA

クールタイトHI／シリコン／フッソ

コンクリート
スラブ

●上塗材には、ウレタン樹脂、アクリルシリコン樹脂、 
ふっ素樹脂を採用しているため、紫外線等の影響による 
劣化を防ぎます。

熱伝導率(W/(m・K))

断熱性能比較（熱伝導率）

0 0.5 1 1.5 2

サーモシャット工法

複層塗材E
（吹付タイル）

モルタル

コンクリート

クールテクト工法汎用工法 クールテクト工法汎用工法

熱画像
（サーモグラフィー）

可視画像

6



遮熱塗料（高日射反射率塗料）採用による省エネ効果 
工場・倉庫を想定した試験

　折板屋根の半面を「クールタイト／グ
レー色」、更に半面を同系色の汎用屋根用
塗料で塗装し、塗装後の屋根表面及び倉庫
内部（中央位置）の温度変化を測定する。
また、日中の温度分布状況をサーモグラ
フィーで撮影する。

危険物倉庫を利用した遮熱試験結果

クールタイトを施工した場合と、汎用屋根用塗料を施工した場合を比較すると、
屋根表面温度で平均11.6℃の温度、倉庫内部においても平均4.6℃の温度低減効果が確認されました。

試験結果

サーモグラフィー（熱画像）による屋根表面温度分布状況

汎用屋根用塗料

【危険物倉庫の外観】

汎用屋根用塗料 汎用屋根用塗料

クールタイト塗装面

汎用屋根用塗料塗装面

クールタイト塗装面

汎用屋根用塗料塗装面
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戸建て住宅を想定した試験

　屋根の表面温度で平均12.9℃低下、小屋裏で平均7.6℃低下、
室内で平均2.0℃低下しました。

戸建て住宅の屋根にクールタイトを塗装し、塗装前後で温度を比較

温度比較結果

屋根表面温度と室内温度の変化

20
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40
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60

70

80

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00

温度℃

時刻

塗装前 表面温度

塗装前 室内温度

塗装後 室内温度

塗装後 表面温度

温度差
最大20℃！

温度差
最大2.7℃！
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採　用　例

▲▶㈱浜名ワークス組立工場屋根改修
　  （クールタイト）

▲多聞東中学校体育館（クールタイトＳｉ）

▲軽井沢風越公園アイスアリーナ（クールタイトＳｉ） ▲某様邸（クールタイト）

▲亜細亜大学体育館（クールタイトＳｉ）

▲㈱パモウナ大桑工場（クールタイト）

▲上新電機㈱狭山店（クールタイトＳｉ）
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▲▼ＪＲ博多シティ
　  （クールテクト工法）

◀つがる市立木造中学校（サーモシャット工法）

▲ザ・パック㈱東京工場（クールテクト工法）

▲台東リバーサイドスポーツセンター（サーモシャット工法）

▲某様邸（サーモシャット工法）

◀▲北谷プロジェクト（クールタイトＨＩ工法）
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